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廃
仏
毀
釈
の
実
力
行
使
の
動
き
は
す
で
に
幕
末
期
に
水
戸
藩
や
薩
摩
藩
な
ど
で
み
ら
れ
た
が
、

そ
れ
が
よ
り
徹
底

神

仏

分

離

的
に
押
し
進
め
ら
れ
た
の
は
明
治
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
応
四
年

(
丕
ハ八)
三
月
十
三
日
、

明

治
新
政
府
は
、
「王
政
復
古
神
武
創
業
ノ
始

二
被
為
基
、
諸
事
御

一
新
祭
政

一
致
之
御
制
度
」
に
か
え
る
こ
と
を
布
告
し

て
古
代
律
令

制

の
中
心

に
あ

っ
た
神
祇
官
を
再
興
し
、
全
国
の
神
社
や
神
主
以
下
を
支
配
下
に
お
い
た
。

つ
い
で
、
同
十
七
日
に
は
諸
社
に
対
し
、

僧
形

で
神
社

に
仕
え
て
い
る
社
僧
や
別
当
の
復
飾

(還
俗
)
を
命
じ
、
同
二
十
八
日
に
は
、
い
わ
ゆ
る
神
仏
判
然
令
を
発
し
、
e

「
中

古
以
来
某
権
現
或

ハ
牛
頭
天
皇
之
類
其
外
仏
語

ヲ
以
神
号

二
相
称
候
神
社
」
に
由
緒
の
書
き
上
げ
を
命
ず
る
と
と
も

に
、
⇔
仏
像
を
神

体
と
し
て
い
る
神
社
は
仏
像
を
取
り
払

い
、
本
地
仏

・
鰐
口

・
梵
鐘

・
仏
具
の
類
も
取
り
除
く
べ
き
こ
と
を
命
じ
た

(四
月
十
日
に

も
再
度
布
達
)
。
さ

ら
に
閏
四
月
四
日
に
は
、
別
当

・
社
僧
は
還
俗

の
う
え
、
神
主

・
社
人
と
名
を
改
め
、
神
道
に
転
ず
る
よ
う
布
達
し
た
。

維
新
政
府
は
、
神
道
の
国
教
化
政
策
を
す
す
め
る
立
場
か
ら
、
奈
良
時
代
末
期
か
ら
つ
づ
い
て
き
た
神
仏
混
淆
を
否
定
し
、
神
社
と

寺
院
を
は
っ
き
り
分
離
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
長
年

に
わ
た

っ
て
仏
教
勢
力
に
押
さ
え
ら
れ
て
き
た
神
職
の
中
に
は
、
そ
の
鬱

積
を

は
ら
す
か
の
よ
う
に
、
寺
院
や
仏
像

・
仏
具
類
の
破
壊

に
走
る
も
の
も
現
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
廃
仏
毀
釈
の
運
動

で
あ
る
。
こ
れ
に

よ

っ
て
寺
院
は
大
き
な
打
撃
を
被

っ
た
。
た
と
え
ば
、
延
暦
寺

の
鎮
守
社

で
あ
る
近
江
坂
本
の
日
吉
神
社
は
、
も
と

日
吉
山
王
権
現
社

と
い
い
、
き
わ
め
て
仏
教
色
の
濃
い
神
社
で
あ

っ
た
が
、
同
四
年
四
月

一
日
、
社
人

の
樹
下
茂
国
が
、
神
官
や
坂
本
村
の
農
民
な
ど
約

四
〇
人
を
引
き
連
れ
て
同
社
に
乱
入
し
、
軸
物

・
仏
像

・
経
巻

・
仏
具
類
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仏
教
的
な
も
の
を
焼

い
て
し
ま
心
、
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社
名

も
日
吉
神
社
と
改
あ
る
な
ど
、
徹
底
し
た
実
力
行
使
を
行

っ
た
。
政
府
は
、
同
月
十
日

「社
人
共
俄

二
威
権
ヲ
得
、
陽

二
御
趣
意

は
ら

ト
称

シ
、
実

ハ
私
憤

ヲ
霽
シ
候
様
之
所
業
出
来
候
テ
ハ
、
御
政
道
ノ
妨
ヲ
生
シ
候
而
已
ナ
ラ
ス
、
紛
擾
ヲ
引
起
可
申

ハ
必
然

二
候
」
と

し
て
、
粗
暴
の
振
舞
の
な
い
よ
う
に
諭
し
、
九
月
十
八
日
に
は
神
仏
分
離
は

「破
仏
之
御
趣
意

ニ
ハ
決
而
無
之
」
と
布
達
し
た
が
、
廃

仏
毀
釈
の
嵐
は
全
国
各
地
に
吹
き
荒
れ
た
。

寺
社
王
国
を
誇

っ
た
大
和
で
は
、
神
仏
分
離
の
影
響
は
と
り
わ
け
大
き
か

っ
た
。
妙
楽
寺
を
称
し
て
き
た
多
武
峰

は
、
談
山
神
社
と
な
る
こ
と
で
難
を
免
れ
た
が
、
蔵
王
権
現
を
抱
え
た
吉
野
の
金
峯
山
寺
は
苦
境

に
立
た
さ
れ
た

し
、
石
上
神
宮
境
内
の
永
久
寺
や
大
神
神
社
の
神
宮
寺
だ

っ
た
平
等
寺
や
大
御
輪
寺
は
廃
寺

に
な

っ
た
。
十
津
川
郷

で
は
、
明
治
六
年

(天
七三)
郷
内
す
べ
て
、
寺
院
を
廃
し
て
神
道

一
色
に
な
る
。
市
内
で
は
旧
添
上
郡
柳
生
村
丹
生
も
全
戸
を
あ
げ
て
廃

寺
を
断
行
し
た

村
で
あ
る
。

丹
生
に
は
、
平
等
寺
と
福
王
寺

(い
ず
れ
も

真
言
宗

)
と
い
う
二

つ
の
寺
が
あ
り
、
明
治
十
年

(天
喜
)
に
は
真
言
宗
の
戸
数

は
七
六
を
数
え

た
と

い
い
、
ま
た
同
十
九
年

(
天
八六)
に
村
を
あ
げ
て
廃
仏
を
し
、
神
道

(轍
成
)
に
改
宗
し
た
と
い
う

(削
碑
畦
の
)。

し
か
し
、
廃
寺

の
年
代
も
確
た
る
史
料
が
あ

っ
た
わ
け
で
も
な
い
し

(岸
田
定
雄
「大
和
の
廃
仏
毀
釈
と
旧
柳

生
村
丹
生
の
廃
寺
に
つ
い
て
」
(下
)
)、
「寺
院
明
細

帳
」

(棚
酷
に
)

の

「平
等
寺
」
由
緒
の
項
に
は

「創
立
年
号
不
詳
自
今
建
物
等
壱
ケ
所
モ
無
之

二
付
当
今

ハ
福
王
寺

へ
合
シ
只
寺
号

ア
ル

ノ
ミ

ニ
シ
テ
檀

徒
協
議

ノ
上
今
後
再
興

ノ
目
的
無
之

二
付
廃
寺
出
願
可
仕
候
也
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
れ
が
提
出
さ
れ
た
明
治

二
十
四
年

(天
九
一)

六
月

以
前
は
廃
寺
に
は
な

っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
廃
寺
の
原
因
に
つ
い
て
も
村
の
古
老
が
い
う
寺
の
維
持
費
の
問
題
だ
け
で

も
な
さ
そ
う
で
あ
る
し
、
む
し
ろ
村
民
の
な
か
に
平
田
派
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
岸
田
定
雄
の
説
が
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
を
裏
付
け
る
有
力
な
史
料
が
見

つ
か

っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
村
で
は
廃
寺
の
時
期
が
か
な
り
あ
と
に
ず

こ
わ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
寺
は
廃
寺
と
な

っ
た
が
仏
像
は
毀
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
他
の
地
域
と
は
お
お
い

空

寺

に

な

る

興

福

寺
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に
様
相
が
異
な

っ
て
い
る
。
今
で
も
、
村
に
は

コ
ニ

日
地
蔵
」
や

「七
橋
ま
い
り
」
な
ど
仏
教
色
の
濃
い

民
俗
行
事
が
残

っ
て
い
る

(岸
田
前

掲
論
文
)。

こ
う
い
っ
た
時
流
の
な
か
で
春
日
社
と

一
体
関
係

に
あ

っ
た
興
福
寺
は
、
近
世
に
も
な
お
朱
印
領
二
万

石

(う
ち
興
福
寺
坊
舎
九
六
所

知
行
高
九
七
九
〇
石
余

)
を
擁
す
る
大
寺
院

で
あ

っ

た
が
、

一
時
は
廃
寺
同
然
と
な
る
な
ど
そ
の
打
撃
は

深
刻

で
あ

っ
た
。
慶
応
四
年

(天
六八
)
三
月
末
か
ら

四
月

に
か
け
て

一
乗
院

・
大
乗
院
の
両
門
跡
以
下
、

院
家

・
学
侶
か
ら
仕
丁
に
い
た
る
ま
で
が
あ
い
つ
い

で
復
飾
願
を
提
出
し
、
改
め
て

「新
神
司
」
と
呼
ば

れ
る
春
日
社
の
神
官
に
任
じ
ら
れ
た
。
旧
興
福
寺
の

身
分
構
成
お
よ
び
復
飾
後
の
姓
名
は
表
5
の
と
お
り

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
学
侶

の
動
き
は
注
目
さ
れ
る
。
公
家
出

身

の
門
跡

・
院
家
ら
二
〇
人
は
同
年
四
月
十
三
日
に

そ
ろ

っ
て
復
飾
願
を
提
出
し
た
が
、
士
族
出
身

の
学

侶

一
五
人
は
身
分
的
な
取
扱

い
を
め
ぐ

っ
て
旧
公
家

表5興 福寺住僧の身分構成

身分別

門 跡

(2人)

院 家

(4人)

学 侶

(35人)

塔 頭 名(人 名)

大乗院(松 園隆温)一 乗院(水 谷川忠起)

修南院(南 光慶)喜 多院(鹿 園空晁)松 林院(松 林為成)
東北院(北 大路実慎)
公家出身(20人)
成身院(芝 小路豊訓)延 寿院(藤 大路納親)慈 尊院(太 秦供康)
*無量寿院(梶 野行篤)養 賢院(粟 田口定孝)宝 掌院(竹 園用長)
*正智院(南 岩倉具義)玉 林院(穂 樸俊弘)中 蔵院(北 河原公憲)
*不動院(小 松行敏)惣 殊院(長 尾顕慎)五 大院(中 川興長)賢

聖院(今 園国暎)清 浄院(藤 枝雅之)*明 王院(西 五辻文仲)恵
海院(鷺 原量長)慈 門院(相 楽富道)龍 雲院(芝 亭実忠)勧 修坊
(河辺隆次)妙 徳院(杉 渓言長)
士族出身(15入)
花林院(一 色雅文)世 尊院(朝 倉景隆)楞 厳院(関 秀英)最 勝院
(梅井順正)知 足坊(桂 木由富)摩 尼珠院(藤 沢公英)蓮 成院
(雲井春影)安 楽院(伊 達幸春)宝 蔵院(鎌 胤賀)円 明院(率 川
秀宣)観 音院(尾 谷直温)勝 願院(関 根秀演)大 喜院(大 喜多善
成)弥 勒院(南 井忠文)観 禅院(東 朝倉景規)

『明治維新神仏分離史料』および 「旧興福寺院格之順序並禄高」および 「旧興福寺住職并位格之順序」(『奈良

県行政文書 旧神官僧侶編籍并給禄之義二付内務大蔵両省工上申伺及願届之件』所収)お よび 「旧幕判物高」

(興福寺蔵)を もとに作成。学侶以下には堂司(3人)・ 三綱(4人)・ 衆徒(20人)・ 蓴当(8人)・ 承仕

(17人)・ 仕丁(13人)の ほかに木守(1人)・ 陰陽師(1人)。 律院(2人)・ 寺侍などがある。()内 は

復飾後の姓名。*印 の4人 は明治2月11月 に京都の実家にもどる。
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と
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
か

っ
た
ら
し
く
、
遅
れ
て
復
飾
、
翌
二
年

(
丕
ハ九)
三
月
、
華
族

・
士
族
の
身
分
制

に
準
じ
、

新
神
司

の
う
ち

公
家
出
身
の
学
侶
は
堂
上
格

(華
族
格
)
を
賜
わ
り
、
地
下

(士
族
)
出
身
の
学
侶
は
従
五
位
下
を
賜
わ

っ
た
が
新
社

司
に
改
任
さ
れ
た

(三
綱
・衆
徒
ら
の
新
神

司
も
士
族
に
列
す
る

)
。
や
が
て
、
堂
上
格
の
新
神
司
は
華
族

・
男
爵
と
な
る
。
し
か
し
、
明
治
五
年

(天
七
一一)
新
神
司

・
新
社
司
な
ど
は

廃
止

さ
れ
、
明
治
八
年

(天
甍
)
に
は
藤
氏
出
身
の
新
神
司
で
あ

っ
た
二
大
家
は
華
族

に
列
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
身

分
的
な
取
扱
い

を
め
ぐ

っ
て
そ
の
後
に
問
題
を
残
し
、
さ
ら
に
配
当
米
下
賜
の
問
題
と
合
わ
せ
て
六
年
三
月
か
ら
八
年
に
か
け
て
率
川
秀
宣
ら
旧
士
族

出
身
者

一
五
人
か
ら

「旧
神
官
身
分
編
籍
方
之
義

二
付
上
申
書
」
や

「
嘆
願
書
」
が
た
び
た
び
出
さ
れ
て
い
る

(簡
襁
織
覯
荊
緻
馼
膳
義
調
鰰
舘

離

鸚

鱒

購

伺
)。

こ
う
し
て
寺
内
か
ら
僧
侶
の
姿
は
消
え
、
空
家
同
然
と
な

っ
た
興
福
寺

で
は
そ
の
伽
藍
の
処
置
を
め
ぐ

っ
て
、
ふ
た
た
び
復
籍
の
う

え
、
興
福
寺
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
管
理
権
を
得
よ
う
と
働
き
か
け
る
東
大
寺
僧
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
あ
っ

た
が
、
結
局
、
同
寺
と
も

っ
と
も
関
係

の
深
か

っ
た
西
大
寺
と
唐
招
提
寺
に
そ
の
管
理
を
任
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
う
え
明
治
四

年

(
天
竺
)

一
月
、
政
府
は
境
内
地
を
除
く
す

べ
て
の
社
寺
領
の
没
収
を
命
じ

(上
知
令
)、
寺
院
の
経
済
的
基
盤
を
う
ば

っ
た
の
で
、

ど

こ
と
も
寺
院
は
困
り
は
て
た
。
と
り
わ
け
興
福
寺
の
解
体
に
い

っ
そ
う
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
同
月
に
は
、
興
福
寺
旧

一

乗
院

門
跡
邸
が
借
用
と
い
う
名
目
で
没
収
さ
れ
、
県
庁
に
あ
て
ら
れ
た
。
翌
五
年

(天
七二)
に
入
る
と
、
興
福
寺
伽
藍

の
整
理

・
処
分

(処
)

は
い

っ
そ
う
す
す
み
、

こ
の
年
が
頂
点
に
達
し
た
。
同
年
八
月
に
奈
良
県
は
教
部
省
に
対
し
、
「
興
福
寺
門
塀
空
坊
等

所

置
方
之
儀

二

付
伺
書
」
を
提
出
し
、
翌
九
月
に

一
山
す
べ
て
廃
寺
に
す
る
と
の
指
令
を
う
け
た
。

興
福
寺
の
門
跡

・
院
家
や
役
僧
の
多
く
が
還
俗
し
、
「新
神
司
」
と
し
て
春
日
神
社
に
入

っ
た
の
で
、
も
と
も
と

の
神
職
が
神
社
か

ら
し
め
出
さ
れ
る
波
紋
も
お
こ
っ
た
。
明
治
四
年
神
社
制
度
が
整
え
ら
れ
、
明
治
五
年
に
官
国
幣
社
お
よ
び
神
職
制
度

の
発
令
に
よ
り
、

旧
来

の
春
日
社
家
や
新
神
司

・
新
社
司
の
す
べ
て
が
解
職
さ
れ
た
。
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
た
春
日
神
社

の
宮
司
に
は
、
旧

一
乗
院
門
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主
水
谷
川
忠
起
が
補
せ
ら
れ
る
が
、
官
社
の
神
職
は
官
吏
と
さ
れ
た
の
で
世
襲
は
許
さ
れ
ず
、
定
員
の
枠
も

つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
た
め

先
祖
代
々
春
日
神
社
に
奉
仕
し
て
き
た
社
家
の
中
で
、
神
社
を
離
れ
る
者
が
相

つ
い
だ
。
そ
の
た
め
野
田

(県
公
会

堂
付
近
)
の
社
家
町
は
全
滅

と
な
り
、
高
畑
で
も
空
家
が
目
立

つ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う

(四
年
の
社
寺
領
上
知
令
で
社
家
屋
敷
の
免

税
特
権
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
も
よ
る

)。

興
福
寺
以
外
の
諸
大
寺
も
、
神
仏
分
離
の
影
響
を
免
れ
な
か

っ
た
が
、
そ
の
打
撃
は
興
福
寺
ほ
ど
大
き
く
は
な
か

っ

諸
大
寺

の
苦
難

た
。

東
大
寺
は
手
向
山
八
幡
宮
と
分
離
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
幡
宮
の
神
体

(僧
形
八
幡
像
)
が
吉
城
川
に
捨
て
ら
れ
た
り
し
た

(勅
母
前

物
贈
撚
唏
狆
あ
)
。
東
大
寺
で
も
、
学
僧
以
上

の
上
級
僧
侶

の
大
半
が
還
俗
し
た
が
、
中
堅

の
僧
た
ち
が
ふ
み
と
ど
ま

っ
て
法
灯
を
守

っ
た
。

薬
師
寺
で
は
、
僧
形
八
幡
像
を
ま

つ
る
鎮
守
八
幡
宮
と
の
分
離
が
課
題
だ

っ
た
が
、
八
幡
宮
の
社
殿
に
鰐
口
を
か
け
て
い
な
い
な
ど
昔

か

ら
神
仏
分
離
に
な

っ
て
い
る
と
の
口
上
書
を
久
我
大
納
言
に
差
し
出
す
と
と
も
に
、
社
地
を
分
与
す
る
こ
と
で
解
決
し
た

(鮒
鰕
ゆ
咾

眩
眩
妹
ト
昭
偽
)
。
西
大
寺

・
大
安
寺

・
唐
招
提
寺

に
つ
い
て
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
ら
諸
大
寺
に
と

っ
て
は
、
神
仏
分
離
令
よ
り
も
、
明
治
四
年

(
天
竺
)
に
出
さ
れ
た
上
知
令
が
は
る
か
に
重
大

で
あ

っ
た
。
そ

の
所
領
が
召
し
上
げ
と
な
り
、
ど
こ
と
も
深
刻
な
経
済
的
打
撃
を
受
け
た
。
唐
招
提
寺
な
ど
で
は
、
境
内
地
も
人
手
に
渡
り
、
堂
舎
の

ま

わ
り
を
除
い
て
は
田
ん
ぼ
に
な
り
、
開
山
堂
の
あ
る
傾
斜
面
は
茶
畑
に
な

っ
た
と
い
う
。
薬
師
寺
で
豚
を
飼

っ
た
り
し
た
の
も
こ
の

頃

の
こ
と
で
あ
る
。
質
屋
を
営
ん
だ
塔
頭
も
二
、
三
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
郡
山
藩
の
没
落
士
族
の
娘
が

一
軒
に

一
人
ず

つ
ほ
う
り
こ
ま

れ
、
糊
口
の
道
を
得
る
た
め
に
や
む
な
く
始
め
た
も
の
で
あ

っ
た
。
唐
招
提
寺
に
そ
の
質
札
が
残

っ
て
い
た
が
、
何
と
か

一
日
だ
け
で

も
念
仏
会
を

つ
と
め
た
い
と
、
そ
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
質
入
れ
し
た
も
の
で
、
末
寺
か
ら
念
仏
会
に
来
た
人
を
泊
あ
る
た
め
尼

ケ
辻
の
油
屋
と
い
う
宿
屋
を
特
約

(寺
が
荒
れ
て
い
て
泊

め
ら
れ
な
か
った

)、
そ
の
宿
賃

に
あ
て
た
の
だ
と
伝
え
る

(
殃
跏
瞰
齔
蜥
跣
』翻
↑
α
醋
畢
℃
.)
。
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表6明 治初期奈良の廃寺一覧 (その1)

校区名 旧 村 名 寺 院 名(宗 派)

鼓 阪 雑 司 村

川 上 村
今 在家 村
般若 寺 村
奈良 阪 村

東大寺塔中
華厳院、妙厳院、尊光院、見性院、金蔵院、正源院、観音院、蓮乗院、
仏生院、深井坊、法住院、文殊院、自性院、無量寿院
道性寺(浄 土宗)、阿閃寺
善性寺
高石庵
善城寺(浄 土宗)

飛 鳥 北 天満 村
高 畑 村
下高 畑 村
山之 上 村
紀 寺 村

地蔵堂
隔夜堂(時 宗)
千蔵院(真 言宗)
頭塔寺(日 蓮宗)
鎧地蔵堂

椿 井 奥子守 町
登 大路 町

清心庵

興福寺塔 中

阿弥陀院、興善院、法輪院、文殊院、吉祥院、実相院、宝掌院、西発

志 院、 中院 ノ屋、持宝院、清浄院、福成院、大持院、竹林院、観禅院、

福寿院、福生院、真如院、正智院、窪転経院、勅使坊、不動院、奥蔵

院、西恩院、新坊、宝徳院、普門院、正坊院、金剛院、密厳院、多門

院、常如院、 自証院、松龍院、明王院、蓮成院、浄名院、宝珠院、妙

光 院、三学院、蓮蔵院、拾三鐘大御堂、南井、千手院、大聖院、安養

院、谷 ノ坊、龍華院、常光院、蔵光院、功徳院、徳蔵院、西林院、宝

光 院、 明星院、仏地院、三蔵院、 円満院、玉花院、湯屋跡、慈明(坊)、

慈 恩院、華厳院、光林院、龍徳院、常喜院

佐 保 北 小路 町
芝 辻 村
船 橋 町
不退寺 村
法 蓮 村

寂照寺(浄 土宗)
法界寺、接光寺(禅 宗)
芳林寺
大念寺
眉間寺※

大安寺 大安寺村
柏 木 村
八 条 村

護摩堂
観音庵(融 通念仏宗)
惣 堂(融 通念仏宗)、薬師寺、大安寺

都 跡 斎音寺 村
超昇寺 村
五 条 村
六 条 村
七 条 村

蓮生寺

超昇寺
薬師堂、現薬寺、道場
道場
大教寺、極楽寺

平 城 山 陵 村

秋 篠 村
歌 姫 村

神宮寺

釈迦院
地蔵堂

伏 見 菅 原 村
西大寺 村

喜光寺
道場、龍池院

富 雄 砂 村
脇 寺 村

延寿院、道場、世尊院
観塔院、発志院

辰 市 東 九条 村 善法寺(真 言宗)、蔵野寺(融 通念仏宗)

明 治 神 殿 村
北 之庄 村

安養寺(真 言宗)
龍腹寺(真 言宗)
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聖
武
天
皇
陵
の
東
南
に
あ

っ

た
眉
間
寺
は
、
東
大
寺
の
子
院

で
あ
る
戒
壇
院
の
末
寺

(律
宗
)

に
あ
た
り
、
江
戸
時
代
に
は
か

な
り
栄
え
、

一
〇
〇
石
の
寺
領

を
有
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
が
、

明
治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
の
動
き

廃
仏
毀
釈

廃
滅
し
た
諸
寺

の
嵐

の
な

か
で
、
廃
寺
と
な

っ
た
寺
院
も

あ

っ
た
。
興
福
寺
は
も
と
よ
り
、

そ
の
院
坊

の
多
く
も
廃
寺
と
な

り
、
東
大
寺

で
も
華
厳
院
を
は

じ
め

一
四
の
塔
頭
が
姿
を
消
し

た
。
奈
良
や
新
市
域
の
周
辺
農

村

で
も
、
同
じ
よ
う
な
運
命
を

た
ど

っ
た
寺
々
が
少
な
く
な
か
っ

た
。

(その2)

校区名 旧 村 名 寺 院 名(宗 派)

東 市 横 井 村 薬師寺(真 言宗)
八 島 村 観音堂、薬師寺
鹿野 園村 梵福寺(真 言宗)
藤 原 村 観音寺

帯 解 窪之 庄村 自慶院(浄 土宗)
山 村 円満寺(真 言宗)
今 市 村 隆興寺(融 通念仏宗)、築留寺(禅 宗)

精 華 米 谷 村 寿福寺(融 通念仏宗)
中 畑 村 地蔵寺(真 言宗)
北 椿 尾村 観音寺(真 言宗)

田 原 南 田原村 観音寺(真 言宗)
日 笠 村 帝釈寺(真 言宗)、下之坊
誓多 林村 西福寺、円通寺(以 上真言宗)
水 間 村 多門寺、念仏寺、尾上寺、薬師寺(以 上真言宗)

柳 生 興 ケ原村 光明寺(真 言宗)
丹 生 村 宝蔵寺(真 言宗)

大柳生 大柳生 村 念仏 寺(真 言 宗)、 南明寺、西福寺(真 言宗)、 多聞寺、金躰寺、藤井
寺(融 通念仏宗)

阪 原 村 十輪寺(真 言宗)
大 平尾 村 万福 寺、西福 寺、東之坊、金蔵坊、地蔵院、上之院(以 上真言宗)
大慈仙 村 興楽寺(真 言宗)

束 里 須 川 村 薬師寺(融 通念仏宗)、丸尾寺、妙蓮寺、羽林寺(真 言宗)
北 村 小田原寺(融 通念仏宗)、常福寺(真 言宗)
南 庄 村 小田原寺(融 通念仏宗)
平 清水 村 阿弥陀寺
中 ノ川 村 西念寺(融 通念仏宗)

狭 川 狭川両 村 薬師寺、大念寺、西念寺、勝福寺(以 上融通念仏宗)、吉祥寺、吉水
寺(以 上真言宗)

狭 川西 村 薬師寺、龍王寺(融 通念仏宗)
下 狭川 村 安養寺(融 通念仏宗)、西念寺

注 この表は 『奈良県行政文書 旧奈良県廃寺参考』(明治7年)を もとに作成 した。この表から漏れた分に
ついては他の史料で補い、※印を付した。
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の
な
か
で
、
内
山
永
久
寺
と
同
様
に
跡
形
も
な
く
廃
寺
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
五
年

(
天
七
二)
十
月

に
奈
良
県
か
ら
教

部
省
に

「佐
保
山
眉
間
寺
名
号
廃
止
之
儀

二
付
伺
書
」
が
提
出
さ
れ
た

(
『奈
良
県
行
政
文
書

社
寺
二

関
ス
ル
諸
官
省
願
伺
届
之
件
』
)。
こ
れ
に
よ
る
と
、
眉
間
寺

の
隆
麿

は
戊
辰
の
年
、

つ
ま
り
慶
応
四
年

(丕
ハ六)
に
復
飾
し
、
東
御
門
隆
麿
と
改
称
し
た
が
、
寺
号
は
廃
止
さ
れ
ず
、
寺

禄
も
従
来
通
り

一

〇
〇
石
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
五
年
七
月
、
隆
麿
に

「不
埒
之
所
業
」
が
あ

っ
て
住
職
を
免
じ
ら
れ
、
寺
禄
も
廃
止
と

な

っ
た
と
い
う
。
や
が
て
さ
き
の

「伺
書
」
は
十

一
月
十
三
日
に
許
可
さ
れ
廃
寺
と
な

っ
た
。

こ
う
し
て
眉
間
寺
の
廃
寺
後
、
本
尊
や
四
聖
御
影
像
な
ど
同
寺
所
蔵
の
仏
像
や
什
宝
の
主
な
も
の
は
東
大
寺
に
移
さ
れ
た
。

ま
た
芳
林
寺
は
、
京
都
大
徳
寺
の
末
寺
で
、
も
と
は
漢
国
神
社
南
方
念
仏
寺
門
前
南
側
に
あ

っ
た
芳
林
庵
が
、
貞
享
元
年

(
一六八四)

に
船
橋
町
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
芳
林
寺
も
廃
仏
毀
釈
の
動
き
の
な
か
で
廃
寺
と
な

っ
た
。
明
治
五
年
四
月
二
十
四
日
付
の
奈

良
県
か
ら
教
部
省
に
提
出
し
た

「教
部
省

へ
伺
案
」
(船
橋
町
芳
林
寺
本
山
二
合
併
之
儀
)
に
添
付
の
宇
陀
郡
岩
室
村
徳
源
寺
の
蘭
叙
か
ら

提
出
さ
れ
た

「奉
願
上
口
上
書
」
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

奉
願
上
口
上
書

合
併
之
儀
二
付
御
願

大
和
国
添
上
郡

奈
良
船
橋
町

本
山
城
州
紫
野
大
徳
寺

禅
宗

中
本
山
和
州
宇
陀
郡
岩
室
村

芳
林
寺

徳
源
寺

無
住

境
内
外

一

惣
高
拾
六
石
五
斗
七
升
六
合
六
夕

除
地

此
反
別
壱
町
四
反
壱
畝
廿
壱
歩

但
内
四
反
三
畝
拾
歩

舗
地

一

客
殿
庫
裏
壱
棟

壱
ケ
所

但
梁
行
三
間
半

桁
行
六
間
半

屋
根
萱
葺
庇
瓦
葺
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一

公
役
地

壱
ケ
所

此
反
別
八
畝
八
歩
四
厘

弐
軒
役

一

滅
罪
檀
家

無
之

こ
う

し

て
芳

林

寺

は

、

本

山

の
宇

陀

郡

岩

室
村

徳

源
寺

に
合

併

さ

れ
、

同

寺

の
管

理
下

に
お

か

れ

た

が
、

そ

の
後

ま
も

な

い
五

年

七

月

に
廃

寺

と

な

っ
た

(
『奈
良
県
行
政
文
書

旧
奈
良
県
廃
寺
参
考
』
)
。

こ

の

ほ
か

、

町

内

お

よ

び

周

辺

村
落

レ

ベ

ル

で

の
廃

寺

の
状

況

は
表

6

の
と

お

り

で
あ

る
。

こ
う

し

た

混

乱

の
な

か

で
、

経

巻

や
仏

具

な

ど
多

く

の
宝

物

類

が

な

く

な

っ
た
。

古

書

珍

籍

類

の
多

く

が
売

ら

れ

た

り
、

焼

き
捨

て
ら

れ

た

り

し
、

残

り

は

そ

の
綴

糸

が

ぬ

か

れ

て
単

な

る
反

古

紙

と

な

っ
て
奈

良

塗

り

の
漆

器

の

包

装

紙

と

さ

れ

た

り
、

茶
箱

の
張

り
紙

に
さ

れ

た
。

唐

招

提

寺

の
北

川
智

海

は

つ
ぎ

の
よ

う

に
追

懐

し

て
い

る
。

興
福
寺

に
は
、
大
き
な
支
倉
造

り
の
書
庫

が
あ

っ
て
、
仏
教

の
書
籍

が
充
満

し
て
い
ま
し
た
。
古
来
世

々
の
学
匠
等
が
自
ら
著
作
し

て
納
付

し

た

の
も
あ
り
、

謄
写
し

て
納
付

し
た

の
も
あ
り
、

い
ず
れ
も
心
血

を
注

が
れ
た
も

の
で
あ

り
ま
す
が
、

そ
の
部
冊

は
ほ
と

ん
ど
数

え
ら
れ

ま
せ

ん

で

し
た

(中
略
)
。

御

一
新

の
際
、

何

の
用
捨

も
な
く
、
手

に
任

せ

て
運
び
出

さ
れ
て
、
焼
き
捨

て
ら
れ

た
書
籍

は
、
何
万

の
金
子
を
以

て
も
、

ふ
た
た
び
購
求

せ
ら

れ
ま
せ
ん
。
実

に
狂

気

の
沙
汰

で
あ
り
ま
し
た
。

元
来
南
都

の
仏
教

は
、
学
問
仏
教
と

い
わ
る
べ
き
も

の
で
あ

り
ま
し

て
、
諸
大
寺

に
は
、

い
ず

れ
も
幾

多

の
書
籍

が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
焼

き
捨

て
ら
れ
た
残
部

の
書
籍

は
、
小
僧

ど
も

に
よ
り
綴
糸
を
切
ら
れ

て
反
古
紙
と
せ
ら
れ
、

奈
良

塗
り

の
漆
器
の
包
紙

に
せ
ら
れ
た
り
、
茶
箱

の
張
紙

に
せ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
明
治

二
十
年
ご

ろ
ま

で
、
奈
良
塗

の
漆
器

の
包
紙

は
、

み
な
此

の
類

の
反
古
紙

で
あ
り
ま
し
た
。

二
十
銭

三
十
銭

の
茶
盆

が
天
平

の
写
経

で
包

ま
れ

て
、
旅
客

の
手

に
渡
さ
れ

た
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
し

ょ
う
。

拙

僧

の
寺
院

の
境
内

等
は
掘

り
起

さ
れ
て
、
茶
畑

に
せ
ら
れ
た
の
で
、
茶

の
木

の
大
き

く
な

る
に
随

い
、
書
籍

の
綴
糸
を
切

っ
て
反
古
紙
と
な
し
、

茶

箱
を
張

っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

宝

物

類

の

亡

失

と

五

重

塔
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さ
ら
に
金
銀
を
と
る
た
め
に
、
金
泥
銀
泥
の
古
写
経
が
焼
か
れ
た
り
、
千
体
仏
が
束
ね
ら
れ
て
薪
に
さ
れ
た
り
し
た
。

興
福
寺
は
明
治
五
年

(天
七
二)
九
月
、
廃
寺
と
さ
れ
た
の
ち
、
食
堂
を
は
じ
め
大
乗
院
門
跡
邸

・
各
塔
頭
が
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、

土
塀
や
諸
門
な
ど
は
撤
廃
さ
れ
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ

っ
た
。
有
名
な
五
重
塔
が
三
重
塔
と
と
も
に
売
り
に
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ

ろ

で
あ
る
。

こ
の
間
の
い
き
さ

つ
に

つ
い
て
は
、
水
木
要
太
郎
の
談
に
よ
る
と
、
「打
壊
す
費
用
は
な
い
か
ら
、
火

を
放

っ
て
露
盤
九

輪
等
の
金
目
の
も
の
を
焼
落
し
て
拾
い
取
ろ
う
と
し
た
が
、
何
分
に
も
あ
の
高
い
建
物
に
火
を
放
て
ば
、
近
辺
が
危
険
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
見
合
わ
さ
れ
た
」
(
『明
治
維
新
神

仏
分
離
史
料
』
)
と
い
う
。

も

っ
と
も
そ
の
価
格
に

つ
い
て
は
、
五
〇
円
と
も
二
五
円
と
も
、
ま
た
五
円
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
唐
招
提
寺
末
寺
竹
林
寺
の
住
職

吉
川
元
暢
は

丁
度
私
が
十
五
歳
の
時
で
し
た
。
師
の
法
華
院

(唐
招
提
寺
塔
頭
の
一院
)
の
霊
隨
上
人
が
、
(中
略
)
廃
寺
と
な
っ
た
の
で
五
重
塔
を
金
五
両
で
町

民
の
手
へ
売
り
払
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
師
も
あ
ま
り
の
こ
と
で
自
分
が
買
い
取
っ
た
の
で
そ
の
後
奉
行
所
か
ら
は
早
く
取
り
払
え
と
度
々

催
促
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
(中
略
)
と
い
っ
て
あ
れ
だ
け
の
も
の
を
取
り
壊
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
取
崩
す
と
し
て
も
莫
大
な
費
用
が
か

か
る
の
で
す

(中
略
)。
奉
行
所
か
ら
お
前
の
方
で
取
り
崩
せ
な
け
れ
ば
ア
ノ
塔
は
金
物
ば
か
り
を
売
っ
て
も
金
十
五
両
な
ら
何
人
で
も
買
う
か
ら

(中
略
)
と
ト
ウ
ト
ウ
奉
行
所
の
命
令
で
十
五
両
に
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

と
述
懐
し
て
い
る

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
五

年
十
一月
十
一日
付

)
。
金
具
を
目
当
て
に
五
重
塔
に
火
を
放
と
う
と
し
た
が
、
類
焼

の
お
そ
れ
が
あ

っ
て
近
辺

の
住

民
か
ら
抗
議
を
う
け
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
日
も
た
ち
、
結
局
さ
た
や
み
と
な

っ
た
と
い
う
の
が
こ
と
の
真
相
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
興
福
寺
は
か

つ
て
の
面
影
を
と
ど
め
な
い
ま
で
に
、
さ
び
れ
た
の
で
あ
る

(明
治
十
四
年
二
月
興
福
寺

の
再
興
が
認
可
さ
れ
る

)。

興
福
寺
勘
定
方

の
唐
院

・
新
坊
に
律
僧
が
住
持
し
た
と
い
う
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
、
明
治
八
年

(天
七
五)
五
月

に

興
福
寺
の
再
興

西
大
寺
住
職
佐
伯
泓
澄
が
興
福
寺

の
管
理
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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第一章 明治維新と奈良

同
十
年
代
に
入
る
と
、
興
福
寺
の
復
興
を
唱
え
る
声
が
も
り
あ
が

っ
て
き
た
。
そ
し
て
十
三
年

(天
八〇)
五
月
、
「
興
福
寺
復
称
宗
名

再
興
願
」
が
堺
県
を
経
由
し
て
内
務
省
に
提
出
さ
れ
た
。

つ
い
で
、
も
と
藤
原
氏
の
華
族
の
な
か
か
ら
も
興
福
寺
再
興
願
が
出
さ
れ
た
。

同
十
四
年

(
天
益
)
二
月
九
日
に
復
号
が
許
さ
れ
、
同
年
九
月
、
清
水
寺
住
職
薗
部
忍
慶
が
兼
務
住
職
に
任
じ
ら
れ

た
。
翌
十
五
年

(
天
八ご)
四
月
、
興
福
寺
の
管
理
の
任
に
あ
た

っ
て
い
た
佐
伯
泓
澄
か
ら
管
理
権
を
引
き
継
ぎ
、
興
福
寺
が
再
興
さ
れ
た
。

同
十
八
年

(
天
八五)
に
三
条
実
美
や
東
大
寺
長
老
鼓
阪
芥
海
な
ど
の
発
起

で
、
興
福
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ
た
。

『
南
都
興
福
寺
伽

藍
保
存

興
福
会
職
員
姓
名
録
』
(天
理
図

書
館
蔵
)
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
会
長
の
九
条
道
孝
の
ほ
か
、
久

邇
二
品
親
王

・

三
条
実
美

・
近
衛
忠
熙
と
い
っ
た
皇
室
関
係
者
、
松
園
尚
喜

・
水
谷
川
忠
起
の
元
両
院
家
、
法
隆
寺
管
長
千
早
定
朝
、
西
大
寺
住
職
佐

伯
泓
澄
、
さ
ら
に
元
学
侶

の
朝
倉
景
隆
、
中
御
門
胤
隆
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

同
二
十

一
年

(穴
八八)
四
月
十
二
日
、
興
福
寺
還
仏
会
大
法
要
が
、
再
興
後
の
初
代
管
長
忍
慶
が
導
師
と
な

っ
て
執
行
さ
れ
た
。

補
注

明
治
五
年

(一八七二)
三
月
、
神
祇
省
に
か
わ
っ
て
お
か
れ
た
教
部
省
は
、
国
民
教
化
運
動
を
す
す
め
る
た
め
に
、
従
来
の
宣
教
使
に
か
わ
っ

て
神
官

・
僧
侶
を
教
導
職
に
任
じ
、
つ
い
で
敬
神
愛
国

・
天
理
人
道

・
皇
上
奉
戴

・
朝
旨
遵
守
か
ら
な
る

「三
条
の
教
則
」
を
定
め
、
さ
ら
に
神

仏
合
同
布
教
の
場
と
し
て
東
京
芝
増
上
寺
に
大
教
院
を
、
地
方
に
は
中
教
院

・
小
教
院
を
設
立
し
た
。

明
治
七
年
三
月
、
奈
良
県
で
も
中
教
院
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
奈
良
中
教
院
は
元
紀
州
藩
屋
敷

(奈

良

中
辻
町
)
に
お
か
れ
、
当
初
は
仮
中
教
院
と

し
て
出
発
し
た
が
、
同
年
五
月
、
教
部
省
か
ら
中
教
院
と
称
す
る
こ
と
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
に
興
福
寺
金
堂

(鰯
麟

麟
報
)
へ
移
転
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
設
立
に
あ
た
っ
て
は
県
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
教
部
省
の
澄
川
拙
三
も
深
く
か
か
わ
る
な
ど
行
政
主
導
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
が
、

仏
教
各
派
の
足
並
み
は
そ
ろ
わ
ず
、
他
府
県
で
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
奈
良
県
で
も
真
宗
は
中
教
院
に
不
参
加
を
申
し
出
て
い
る
し
、
こ
の
真
宗
の

行
動
に
対
し
て
真
宗
興
正
寺
を
含
め
た
仏
教
諸
宗

(七
宗
有

志
惣
代
)
が
批
判
の
建
言
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
七
宗
有
志
惣
代
に
は
法
隆
寺

・
薬
師
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寺

・
唐
招
提
寺

・
西
大
寺

・
東
大
寺

な
ど
の
諸
大
寺

が
含

ま
れ
て
い
た
。

た
だ
、
本
善
寺
住
職

の
奈
良
県

に
提
出
し

た
願

(
明
治
八
年
五

月
十
八
日

)

な

ど

の

史
料
か
ら
、
真
宗
は
中
教
院

詰

の
僧
侶
を
お
き
、

そ
の
組
織

に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

そ

の
後
、
明
治
八
年
神
仏
合
同
布
教
は
禁
止

と
な
り
、
各
宗

が
個

別
に
各
宗
中
教
院

に
類
す

る
組
織
を
設

け
る

こ
と

に
な

っ
た

(
黼
礁
許
楓
臨
繍

鞴

婁

む

恥
」
韆

彎

研
)。
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第
三
節

文
明
開
化
の
世
相

1

学
校
の
は
じ
ま
り

明
治
維
新
と
と
も
に
、
新
政
府
の
学
事
奨
励
も
あ

っ
て
、
大
和
で
は
学
校
の
開
設
が
あ
い
つ
い
だ
。
各
藩
で
は
藩

校
の
充
実
や
新
設
が
み
ら
れ
、
明
治
元
年

(丕
ハ八)
に
柳
本
藩
明
倫
館
、
田
原
本
藩
明
倫
館

(齣
購
擇
)
、
小
泉
藩

修
道
館
、
櫛
羅
藩
藩
立
学
校
が
開
設
さ
れ
た
ほ
か
、
す
で
に
あ

っ
た
郡
山
藩
総
稽
古
所
は
同
二
年

(
天
六九)
に
敬
明

館

(鯉
群
輔
祉
)
と

な
り
、
芝
村
藩
遷
喬
館
も
同
三
年

(天
七〇)
に
明
喬
館
と
改
め
、
新
た
に
同
年
、
高
取
藩
明
倫
館
と
柳
生
藩
修
文
館

が
開
か
れ
た
。
後

者

の
柳
生
藩
修
文
館
は
、

こ
の
年
二
月
に
添
上
郡
柳
生
村
に
設
立
さ
れ
、
教
授
の
長
谷
川
雲
外
ら
が
藩
士
卒
の
子
弟

の
教
育
に
あ
た

っ

た
。
通
学
生
は
三
〇
人

で
、
漢
学
を
中
心

に
国
学
や
洋
書

の
翻
訳
書
な
ど
を
教
え
、
学
費
は
す
べ
て
藩
か
ら
支

弁
さ
れ
た
と
い
う

(蠕
讖

育
)。

こ
れ
ら
の
藩
校
は
翌
四
年

(天
竺
)
の
廃
藩
置
県
で
廃
校
と
な
る
。

こ
れ
よ
り
さ
き
奈
良

で
は
、
明
治
元
年
、
奈
良
奉
行
所

の
廃
止
に
と
も
な
い
、
同
講
学
所

「明
教
館
」
が
廃
校
と
な
り
、
私
塾
明
教

維

新

期

奈

良

の

教

育


